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「梅雨と供にある花 タチアオイ」

6月20日より、当社「企業ホームページ」Webサイトを

リニューアルいたしました。最近、パソコンの画面で主

流になっている「ワイド画面表示」に対応しております。

スマートフォンでのサイト表示も一新されました。リ

ニューアル前のスマートフォン表示では、サイトメニュ

ーがページの最下部にあったのですが、メニューボタン

を画面右上に配置することで、サイトメニューの呼び出

しが簡単になりました。

「会社案内」「採用情報」などのコンテンツをはじめ、

サイト内の機能も少しずつ見直しているところです。更

新内容は、TOPページ下部の「News & Topics」からチェ

ックできます(^o^)

見る人にやさしく、使いやすいホームページを目指し

て、これからも進化し続けたいと思っております。今後

ともよろしくお願いいたします。

TOPページ上部 TOPページ下部「News & Topics」

カーレポ株式会社

企業ホームページ

http://www.carepo.jp/



オリジナル縁日
ねば～る君も！

リサイくるまつり
２０１８

鉄 相 場

第8回ひたちなか工場Ｈｉｓｔｏｒｙ

つくば店勤務の営業主任、松崎隆幸さんにお話を伺いまし

た。つくば営業所 (つくば店の前身) が開所した頃から、県

南エリア・つくば方面の営業を担当してきました。

――入社当時の活動や出来事を教えてください。

「入社当時は営業所が立ち上がったばかりで、新規開拓の

営業活動が多かったと思います。当然ですが、『カーレポ』

という社名を知らないお客様がほとんどでした。社名だけで

なく、私の名前や顔も覚えてもらえずに悩んだ時期がありま

した。私自身は営業職の経験がなかったので、先輩の営業マ

ンが『お客様の所に足を運べ。とにかく足を使え』とアドバ

イスをくれました」

「たくさんのお客様を訪問し続けて３年が経った頃に、よ

うやく『お客様と良い関係が築けてきた』と感じ始めまし

た」

――現在も新規開拓の活動はされているのですか。

「はい。まだ訪問していないお店 (お客様) がたくさんあ

ります。既存のお客様も大切にしたいので、合間を見て少し

ずつ訪問しています」

――他に、近年で変化したことはありますか。

「つくば営業所は、2015年５月に移転し『営業所』から

『店舗』へ生まれ変わりました。つくば店の看板を見て問い

合わせをしてくださるお客様が増えましたし、大通りに面し

ているので、足を運んでもらいやすくなりました。以前より

も良い環境でお付き合いをさせていただいております」

まだ訪問できていないお客様のことを思い、歯がゆそうに

インタビューに答える姿がとても印象的でした。「今後もた

くさんのお客様と出会い、良い関係を築いていきたい」と、

熱く前向きな言葉でインタビューを締めくくってくれました。

ひたちなか工場 兼島 謙司

中
国
は
、
世
界
中
か
ら
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

材
料
を
輸
入
し
、
選
別
・
加
工
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
輸
入
材
料
に

混
ざ
っ
て
い
る
、
紙
や
木
く
ず
な
ど
の
ダ
ス
ト

(

ゴ
ミ)

が
河
川
に
不
法

投
棄
さ
れ
、
野
焼
き
な
ど
が
横
行
し
、
環
境
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
中
国
が
２
０
０
９
年
か
ら
の
輸
入
規
制
を
発
表
し
た

た
め
、
日
本
国
内
の
流
通
量
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
モ
ー
タ
ー
関
係

は
有
価
で
買
い
取
ら
ず
、
手
解
体
・
選
別
を
前
提
に
、
逆
有
償
で
の
取
引

が
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
た
な
市
場
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
に
よ
る
環
境
規
制
が
あ
り
、
同
等
の
出
荷
量
は
見
込
め

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
の
規
制
に
伴
い
、
鉄
・
非
鉄
共
に
大
き
な
相
場
変
動
が
起
き
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

Ｅ
Ｌ
Ｖ
事
業
部
長

飛
田

幸
輝

茨城県非公認
ご当地キャラクター
ねば～る君

お
か
げ
さ
ま
で
３
回
目
を
迎
え
る
「
リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
」
。

今
年
は
、
毎
年
人
気
の
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
に
加
え
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
記
念

撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
カ
ー
レ
ポ
オ
リ
ジ
ナ
ル
縁
日
の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
な
じ
み

の
自
動
車
解
体
シ
ョ
ー
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
開
催
し
ま
す
♪

さ
ら
に
、
今
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
茨
城
県
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ね
ば
～
る
君
」
が
遊

び
に
来
ま
す
！

納
豆
が
好
き
な
人
も
、
「
ち
ょ
っ
と
苦
手
」
と
い
う
人
も
、
納
豆
と
茨
城
県
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
「
ね
ば
ね
ば
音
頭
」
を
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

も
し
か
し
た
ら
、
納
豆
を
食
べ
た
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ

う
ち
わ
な
ど
の
記
念
品
準
備
も
着
々
と
進
み
、
「
普
段
も
使
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
ろ
う
」
と
、

制
作
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す
。

８
月
１
日
号
の
カ
ー
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
ま
つ
り
の

詳
細
に
つ
い
て
２
面
を
使

い
特
集
い
た
し
ま
す
。

来
月
の
カ
ー
レ
ポ
ー
ト

も
お
見
逃
し
な
く
♪

リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☺

「営業は足を使わないと始まらない。
良い関係を築くために行動で示す」



イ
ン
タ
ー
ン
、

は
じ
め
ま
し
た
。

農
道
か
ら
望
む
筑
波
山

千
波
湖

(

水
戸
市)

の
鴨

カーレポの輪 –協力店のご紹介-

 

常陸国風土記 ―― 筑波
つ く は

の県
あがた

 (1) ―― 

常陸国風土記のメインは、やはり筑波山についての記述である。古

代からここは神の世界であり、信仰のお山ですね。 

昔、筑波の県を「紀の国」と言っていたそうだ。美
み

麻
ま

貴
き

の 天 皇
すめらみこと

  

(崇神天皇) の治世下に、筑波の神を 国 造
くにのみやつこ

として遣わした 尊
みこと

は、

自分の名前を後の世まで伝えようと「筑波山」と改めたそうだ。 

又、古老
こ ろ う

の話で、昔、 祖
みおやの

神
かみ

*の尊があちこちをお巡りになり、駿

河の国の福慈
ふ じ

の岳
やま

 (富士山) に着いた。福慈の神は「新嘗祭
にいなめさい

*中の為

お宿致しかねます」と断った。祖神は恨みを抱き、「お前の住む山は

冬、夏でも霜が降り、寒さが襲い誰も登らず、酒や食べ物を供える物

はあるまいぞ」と言った。 

其の後、祖神が筑波の岳
やま

に登ったとき、宿を乞われた筑波の神は、

新嘗祭中であっても心から歓待した。こうした次第で、福慈の岳は何

時も雪が降り積もり人は登らず、一方で筑波の岳は人々が行き集い歌

い踊り、食ったり飲んだり、今に至るまでそれが絶えないのである。 

 

* 祖神の尊……ここでは、関東圏の 

統一神のこと。 

* 新嘗祭……11月 23日 (旧陰暦 11月 

の卯
う

の日) に行う宮中行事。 

K . A k a s u

当
社
で
も
、
今
年
度
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
募
集
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

高
校
生
・
大
学
生
を
対
象

に
募
集
い
た
し
ま
す
。

日
程
は
２
０
１
８
年
８
月

１
日
～
10
日
の
う
ち
、
学
生

一
名
に
つ
き
１
日
間
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
レ
ポ
本
社
で

行
う
会
社
説
明
会
の
参
加
者

も
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
社
説
明
会
は
、
リ
ク
ナ
ビ

(

リ
ク
ル
ー
ト
提
供)

か
ら

の
応
募
も
可
能
で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

☎
０
２
９

(

３
０
０)

２
５

２
５

採
用
担
当

草
野

今
回
は
、
稲
敷
郡
阿

見
町
に
あ
る
「
中
華
料

理

味
香
源(

み
か
げ

ん)

」
様
を
ご
紹
介
し
ま

す
。ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
・

美
味
い
・
安
い
！

ラ
ン

チ
メ
ニ
ュ
ー
は
16
種
類
。

ど
れ
に
す
る
か
、
い
つ

も
迷
っ
て
ま
す…

…

各
種
宴
会
も
、
全
席

60
名
ま
で
可
能
。
ま
ず

は
一
度
、
ラ
ン
チ
を
食

べ
て
み
て
下
さ
い
。

「
上
海
焼
き
そ
ば
」
も

オ
ス
ス
メ
で
す
♪

つ
く
ば
店

高
野
浩
明

中
華
料
理

味
香
源

ラ
ン
チ
11
時
～
15
時
／

デ
ィ
ナ
ー
17
時
～
23
時

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町

阿
見
２
６
４
０
の
１
３

☎
０
２
９

(

８
２
８)

６
６
６
８

駐
車
場
有

☆
当
社
チ
ラ
シ
設
置
店
☆

協
力
し
合
っ
て
作
業
す
る
研
修
生

た
ち

(

２
０
１
６
年
度)

メロン食べ過ぎ注意?!
社内から13名が参加

６
月
10
日

(

日)

、
水
戸

市
で
「
第
３
回

茨
城
メ
ロ
ン
メ

ロ
ン
ラ
ン
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の

大
き
な
特
徴
は
、

「
メ
ロ
ン
食
べ

放
題
！
」
と
い

う
と
こ
ろ
。
本

格
的
な
「
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
と

い
う
よ
り
も
、

「
み
ん
な
で
楽

し
く
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
と
い
う
雰

囲
気
が
あ
る
か

ら
か
、
今
回
、

カ
ー
レ
ポ
の
社

員
は
13
名
も
参

加
し
ま
し
た
！

も
ち
ろ
ん
、
赤

須
社
長
も
参
戦

し
て
お
り
ま
す

♪
台
風
が
近
づ

い
て
い
た
の
で

天
気
が
心
配
で

し
た
が
、
身
体

が
濡
れ
る
ほ
ど

の
雨
は
降
ら
ず
。

社
員
全
員
が
走

り
切
る
ま
で
、

ど
う
に
か
持
っ

て
く
れ
ま
し

た
！筆

者
は
一
般

男
女
３
㌔
㍍
の

部
に
出
場
し
、

メ
ロ
ン
を
食
べ

過
ぎ
た
の
か
後

半
で
水
っ
腹
に

…
…

食
べ
放

題
だ
か
ら
っ
て
、

食
べ
過
ぎ
に
は

気
を
付
け
ま
し

ょ
う

(

笑)

一般男女３km スタート直前の１枚

一般男女10km 無事完走！
親子ラン３km
頑張ったね☺メロン食べ過ぎです……






常陸国風土記　―― 筑波 (つくは)の県 (あがた) (1) ――

常陸国風土記のメインは、やはり筑波山についての記述である。古代からここは神の世界であり、信仰のお山ですね。

昔、筑波の県を「紀の国」と言っていたそうだ。美 (み)麻 (ま)貴 (き)の天皇 (すめらみこと)  (崇神天皇) の治世下に、筑波の神を国造 (くにのみやつこ)として遣わした尊 (みこと)は、自分の名前を後の世まで伝えようと「筑波山」と改めたそうだ。

又、古老 (ころう)の話で、昔、祖 (みおやの)神 (かみ)*の尊があちこちをお巡りになり、駿河の国の福慈 (ふじ)の岳 (やま) (富士山) に着いた。福慈の神は「新嘗祭 (にいなめさい)*中の為お宿致しかねます」と断った。祖神は恨みを抱き、「お前の住む山は冬、夏でも霜が降り、寒さが襲い誰も登らず、酒や食べ物を供える物はあるまいぞ」と言った。

其の後、祖神が筑波の岳 (やま)に登ったとき、宿を乞われた筑波の神は、新嘗祭中であっても心から歓待した。こうした次第で、福慈の岳は何時も雪が降り積もり人は登らず、一方で筑波の岳は人々が行き集い歌い踊り、食ったり飲んだり、今に至るまでそれが絶えないのである。



* 祖神の尊……ここでは、関東圏の

統一神のこと。

* 新嘗祭……11月23日 (旧陰暦11月

の卯 (う)の日) に行う宮中行事。



〒310-0801 水戸市桜川一丁目8番29号
TEL：029-300-2525 FAX：029-300-2424

ホームページもご覧ください。
http://www.carepo.jp/

ご意見・ご要望も
お待ちしております。

mitohonbu@carepo.jp
（担当：広報委員会）

カーレポ株式会社
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至
桜
土
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●つくば店 自動車買取
〒305-0853 茨城県つくば市榎戸433-7
TEL：029-875-8035 FAX：029-875-8036
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●水戸店 自動車買取・販売、部品販売
〒 310-0826 茨城県水戸市渋井町588-9
TEL：029-291-3336 FAX：029-291-3338

●ひたちなか工場 自動車買取
〒312-0005 茨城県ひたちなか市新光町552-55
TEL：029-264-2929 FAX：029-264-2424

至日立市

至大洗町

108
63

245

245

部田野

ひたちなか

カーレポ㈱
ひたちなか工場

ひたちなか保健所

店舗のご案内

梅雨の花といえば紫陽花ですが、タチアオイは梅雨入りと梅雨明けを知らせる花として親しまれてきました。

梅雨入りごろに根元の方から咲き始め、茎先端の花が咲くころに梅雨が明けると言われています。

英名は「Hollyhock」。水戸を本拠地とするサッカーチームと同じ名前です。

撮影地 涸沼自然公園内、涸沼湖畔にて

涸沼自然公園：茨城県東茨城郡茨城町中石崎2263

撮影と文 ひたちなか工場 渡邊 貴宣

CarepoGallery
カーレポギャラリー

梅雨と供にある花タチアオイ

http://www.carepo.jp/
mailto:mitohonbu@carepo.jp
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